


・資料の構造・状態を把握し

カルテに記述する

・劣化状況に応じて正しい処

方を導く

一般貴重書に含まれる様々な

形態の資料の調査

・容器の種類を知る

・構造・材料を知る

・作成方法を知る

・適切な容器の選択

一般貴重書で使用する保存容

器を作成

・修理の材料を知る

・修理の方法を知る

・劣化状態に応じた修理方法

の判断

ダミーでトレーニング後、一

般貴重書の修理

2週間

1か月

月 火 水 木 金

週間プログラム AM 低温処置 低温処置

PM 修理 調査

６か月コース 5か月

調査＋修理 調査＋容器 調査＋容器

↓追加実習 クータ・見返し修理（1～2回）/ 保革作業 油、アクリルポリマー含む（2回）/ 保存製本（1回）

追加講義 学外見学・実習 / 書庫内環境についての説明と虫害トラップ調査

３か月コース 10週間

ダミーでトレーニン

グ

一般貴重書の

資料を修理

定期作業 毎週月曜・火曜 低温処置関係作業 毎月一回 書庫清掃

既にカルテ作成済み

の資料を用いてト

レーニング（様々な

タイプのもの）

一般貴重書の資

料を調査

最

終

チ

ェ

ッ

ク

（

一

連

の

作

業

を

通

し

て

一

人

で

行

う

）

保

存

容

器

一般貴重書で使用す

る容器の作成

箱(留め具・差し込み ）/ジャケット(厚・薄・羽付き）/カイル

ラッパー/本文キャップ/ブックスツール/封筒フォルダー/ソフト

フォルダー/中性紙挿入/包装/その他

修

理

今

回

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

に

つ

い

て

、

工

房

に

つ

い

て

、

保

存

修

復

の

基

本

方

針

、

材

料

に

つ

い

て

（

一

日

）

劣

化

調

査

・

保

存

カ

ル

テ

の

説

明

（

半

日

）

研修内容・目的 進行

劣

化

調

査

既にカルテ作成済み

の資料を用いてト

レーニング

（基本的なもの）

実

習

開

始

実習カリキュラムでは、劣化調査、保存容器作成、修理の3分野を同時進行で
10週間（6ヵ月コースは20週間）学び、最終チェックを経て、資料の状態確認
から対策まで一貫して行えるようになることを目指します。

【劣化調査】
劣化調査は、資料の製本構造・劣化状態を把握し、
どのような保存措置が必要とされているかを知るた
めに行う基本調査です。資料一点一点についての詳
細情報を記録する保存カルテを作成します。

【保存容器作成】
中性紙ボードなどを用いて専用
の保存容器を作成します。資料
一点一点のサイズや状態に応じ
て各種容器を作り分けることで、
よりきめ細かな資料の維持管理
が可能になります。

【修理】
資料の破損状態などに応じて、和紙や
生麩糊などを用いて修理を行います。
破損個所だけでなく、製本構造全体へ
の目配りが必要な高度な作業です。


